
(46) 印度學佛教學研究第44巻 第1号 平成7年12月

ブ ッダ とマハ ー ヴ ィー ラの共 通 要 素

Ayar・ Ⅱ.15andDhp.183:Isibh.29 .19and

Dhp.360,361

渡 辺 研 二

1.仏 教 か ら:七 仏 通 戒 偈

七仏通戒偶 とされ るDhammapada(パ ー リ 『法句経』)183(韻 文)

Sabbapapass' akaranam kusalass' upasampada 

sacittaparyodapanam etam Buddhana sasanam. Ed. by Fausboll (2nd. ed. ) 

cf. Dhammapada, ed. by 0. Von Hinuber and K.R. Norman. Pali Text Society. 

Oxford, 1994

「すべて悪しきことをなさず,善 いことを行ない,自 己の心を浄め るこ と,一 これが諸

の仏の教えである」中村元訳 『ブッダの真理のことぽ ・感興のことぽ』岩波文庫 東 京

 1978.参 照:「 諸悪莫作 諸 善奉行 自浄其意 是諸仏教」『法句経』大正4,567c

Ⅱ.ジ ャ イ ナ教 か ら:マ ハ ー ヴ ィー ラの 出家 の 決 意

 こ のDhammapada 183,),に た い し現在 まで学者Tよ って,第 四句etam Bud-

dhana sasanamに ジ ャイナ教 の聖典Isibhasiyaim(r聖 仙 の語録』)のeyam bu-

ddhana sasanam, Isibh.38.4d.の 並 行詩句 が指摘 され て い る(中 村元 「サーリ

プッタに代表された最初期の仏教」r印 度学仏教学研究』第14巻 第2号)。 こ こ はジ ャイ

ナ教 の伝 え るIsibhasiyaim(『 聖仙の語録』)の 中に仏教 の 仏弟子知恵第一 の舎利

弗説 の文句 として伝 えられ るものであ る。つ ま り,ジ ャイナ教聖典が,こ れ は仏

教 徒の表現であ る とい ってい る も のカ㍉ 実際 に仏教 のDhammapada 183d第 四

句 に存在 してい るとい うことが確 かめ られ る。

 これ に加 えて,ジ ャイナ教 固有 の伝承 と し て,Dhammapada 183ab,第 一,

三 句 にたい し,

"savam me akaranijjam pavakammam"

 ti kattu samaiyam carittam padivajjai.(散 文)
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「わたし(マ ハーヴィラ)は,す べての悪 しきことをなさいように しよ う」 と考えて
,

サ ーマィカ行(=平 静の行)を 受け入れる[行 う]prati一 〉√pad。

Ayaranga-sutta,Ⅱ,15.Agamodayaed.424a

を並 行す る表 現 として指摘 したい。 このAyaranga-suttaの くだ りは,ジ ャィナ

教 の第24祖 師マハ ーヴ ィーラが,二 切の所有物 を捨 て去 って,出 家す るさい の重

要 な伝承であ る。つ ま り出家直前のマハ ーヴィー ラが五掴み の髪を引 き抜いて,

過 去 の完成者たち に敬意 を払 っ た後 で立て た,「 誓 い の ことば」 として伝え られ

るもので,ジ ャイナ教 ではマハー ヴィー ラの出家 時の状況,出 家 の決意 を伝 える

重要な伝承 であ る。 これは,出 家直後 の誓 いであ るか ら,当 然 マハ一 ヴィー ラ自

身 の宗教体系 が確立 され ていた訳 ではない。おそ ら く彼 以前の沙 門やバ ラモ ソの

思想 を伝 える苦行者 の伝承 を伝 える古い ニガソタ派 の宗教 思想 を受 けた もの と思

われ る。 これ は,仏 教におけ る:phammapada183が 「七仏テ通戒偈」とよばれ,ゴ

ータマ ・ブ ッダではな く過去七仏 の伝承 とされ る こ とと軌をいつに しよ う
。 この

Ayaranga-suttaの 当 外箇 所 のす ぐ前に,仏 教では過去仏 に相 当す るジ ャイナ教

の完成者たち(Siddha)つ ま りマハ ーヴ ィーラ以前 のTirthamkara(渡 し場を作る

者=救 済者)た ちに敬意 を表 している。samanam　 bhagavam　 Mahavire…Sidd-

hanamnamo-karam　 karei.(沙 門尊者マハーヴィラは,… 完成者たちに敬礼をする)

とい う表現が み られ るのは注 目に値す る。 マハ… ヴ ィー ラもまた,過 去 の完成者

たちか ら精神 を受け継 いでい るのであ る。 白衣 派は彼 の両親が ジャイナ教 の第23

祖 師Pasaの 信徒 であ った と記 している こ と も,マ ハ ーヴィー ラが彼以前 の古 い

ニ ッガ ソタ派 の影響下 にあった ことを示唆す る もので あ ろ う。 「諸悪莫作 諸善

奉 行」 につい て は,DhammapadaのkllsalaとAyaranga-suttaのsamaiy-aは

心 の平静を説 く,内 容的)/YVIrよくにているもので ある。 ブ ッダ もマハー ヴ ィー ラも

共に,字 句 も内容 も同 じよ うな ものを用いて表明 していた,と いえ よ う。

Pali,papa/AMg,pava,kusala/samaiya等 の字 句の比較 検討は,K・Wata一

nabe,"Avoiding all sinful acts by both Buddha and Mahavira"(Dhp.183

andAyar.Ⅱ.17),in Bu11etin d'Etudes Indiennes 11-12,Paris1993-94.を

参 照 。

Ⅲ.感 覚 器 官 の 制 御 に つ い て:仏Dhammapada360,361か ら

Cakkhuna samvarosadhu,sadhu sotena samvaro,

ghanena samvaro sadhu,dadhu jivhaya samvaro.Dhp.360
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Kayena samvaro sadhu sadhu vacaya samvaro , 
manasa samvaro sadhu, sadhu sabbattha samvaro , 

sabbattha samvuto bhikkhu sabbadukkha pamuccati. Dhp. 361 Ed . by Fausbol 

(2nd. ed. )

和訳:

三六〇 眼について慎しむのは善い。耳について慎 しむのは善い。鼻について慎しむの

は善い。舌yつ いて慎 しむのは善い。

三六一 身について慎しむのは善い。ことばについて慎 しむのは善い。心について慎し  '

む のは善い。あらゆることについて慎 しむのは善いことである。修行僧はあら

ゆることがらについて慎しみ,す べての苦 しみから脱れる。

中村元訳 『ブッダの真理のことば ・感興のことば』岩波文庫 東京1978.

こ こでは,眼 耳鼻舌,身 口意 について のsamvaraが 説 れてい る のが注 目され

る。後 で述べ る よ うに,「 業 の流入の阻止」を意 味す るsamvaraは,ジ ャイナ教

とも共通 の重要な語 であ る。

Ⅳ.感 覚 器 官 の 制 御 に つ い て:ジ ャ イ ナ 教Ayaranga-sutta,

Ⅱ.17か ら

マハ ーヴ ィーラの説 いた五大誓(panca mahavvaya)の 解 説 のなかVT「 感覚器官

の制御」 の記述がみ られ る。それぞれ耳,眼,鼻,舌,皮 膚につい て次 の ように

言われ ている。

「耳によって,人 は快 ・不快の音を聞 く。快 ・不快の音に執着 してはならな:い喜 んでは

ならない,欲 してはならない,心 を乱 してはならない,貧 欲になってはならない。…省

 略…音が耳の対象に達したとき,(そ の音を)聞 かないわけにはいかない。

 (音を聞いた場合)そ こで,愛 憎が生ずるが,修 行者は,そ れを避けるべきである。…省

 略…耳から,人 は快 ・不快の音を聞 くのである。これが最初のbhavanaで ある」

耳以下,眼,鼻,舌,皮 膚について同 じことが繰 り返 して言われ る。

V.感 覚 器 官 の 制 御 に つ い て:Isibh.29か ち

このAyaranga-suttaⅡ.15の 箇 所は,マ ハ ーヴ ィーラの言葉 として,よ り古

い ジャイナ教 の聖典r聖 仙 の語 録』 のなかJT見 いだす ことがで きる。

saddam sotam uvadaya manunnam va vi pavagam 

manunnammi na rajjejja, na padussejja hi pavae (3) 

manunnammi arajjjante adutthe iyarammi ya
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asutte avirodhinam evam soe pihijjati (4) 

ruvam cakkhum uvadaya ... (5)(6) 

gandharn ghanarn uvadaya ... (7)(8) 

rasarn jibbham uvadaya ... (9)(ip) 

phasam tayam uvadaya (11)(12( Isibhasiyai.rn 29 (Ed. by W. Schubring)

「(3)快い音あるいは悪い音を耳から受け取っても,快 い音におい て愛着をおこすべ きで

はない。悪い音について怒るべきではない。

(4)快い音において,[人 が]愛 着をおこさず,他 のもの(悪 い音)に おいて怒 らず,業

の流れをせき止めていない者たちのなかにあ つても(avirodhim),眠 らずに(気 をつ

けて)い るならば,か くして業の流れはせき止められる。

(5)(6)快いあるいは悪い色をと眼から受け取って,…

(7)(8)快い香あるいは悪い香を鼻から受け取っても,…

(9)⑩快 い味あるいは悪い味を舌から受け取っても,

(1加2快い感触するいは悪い感触を皮膚から受け取っても,… 」

とあ り,感 覚器 官か らの刺激を感受す るこ と か ら生 ず る 「業の流入の阻止」

(soe　pihijjati)が 説 か れ て い る。 この 『聖仙 の語録』 の うちマハー一ヴ ィーラの言

葉 を伝Z..る29章 の 末尾の詩節は,..7ハ ー ヴ ィーラの教説を,つ ぎの ようにま とめ

ている。

savvattha viraye dante savva-varihim vane 

savva-dukkha-ppah-ne ya siddhe bhavati niraye. Isibhasiyaim 29. 19

 「二切のところにおいて,汚 塵を離れ,制 御されて いて,二 切の制御よって[業 の流入

 を]せ き止めている,ま た一切の苦しみの尽きた人は,汚 れのない完成者となる」

Isibhasiyaim 29.19とDhammapada 360.361と は 並行関係 にある といえる。

と くに,sabbattha samvuto bhikkhu sabbadukkha pamuccati. Dhp.361は

Isibhasiyaim 29.19と 並 行関係 にある。

Ⅳ.ま とめ

以上で,Ayaranga-suttaⅡ.15の マハ ー・ヴ ィーラの 「誓 の言葉」伝承 と 「一ヒ

仏通戒偈」 として有名なDhammapada 183と は 並行関係,そ して さらに,マ ノ・

一ヴ ィーラの言葉 とされ るIsibhasiyaim 29 .19はDhammapada 360,361と

sam √vrを め ぐって並行関係 にあ る,と い うことを指摘 し得た。 sam √vrは 「業

め流入の阻止」を意味す る言葉で,仏 教 とジャィナ教 に共通の重要語であ る。そ

して,さ らに加}て いえば,こ のIsibhasiyaim 29.19と 並 行関係 にあ るジャイ
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ナ教 の祖 ニガンタ ・ナ ータブ ッタの教説 としてパ ー リ 『沙門果 経』の テキス トの

なかで繰 り返 され るsabba-vari(sabba-vari-varito)は,語 形 ・意味 ともに不可解

であ り,か つ難解 で知 られ ていた有名な表 現であ った。 ところが,こ の表現は,

仏 典 自身が伝}て い る ように,じ つ にジ ャイナ教 の古聖 典に伝 え られ るマハ ーヴ

ィーラの教説 に由来す るこ とが,最 近判 明した(渡 辺研二 「ニガンタ ・ナータブヅタ

説再考一ジャイナ教文献からみたr沙 門果経』の六師」r三 康文化研究所年報』13号,1981

年。K.Watanabe;"Some notes on the expression vsabba-varI-/savva-varam",in

Bulletind'etudes Indiennes 5,Paris1987.)。 驚 くべ きことに仏 典は,そ のなかに

極め て直接的 に,し か も正確 にライバル宗教 の教祖 の教説 を伝 え て い た の で あ

る。 このテキス トの難解 さ,不 可解 さはテキス ト自身に よるものではな く,そ れ

を伝持 し,解 釈す る側 にあった と,渡 辺は指摘 した。 ここは 「様 々な悪か らの防

御」すなわ ち 「感覚器官か らの業 の流入 の阻止」 を説いて い た の で あ る。 さら

に,渡 辺は,現 存仏典 とジ ャイナ教聖 典の伝 える仏教 の ゴータマ ・ブ ッダとジャ

イナ教 の...7ハー ヴ ィーラ との教説 の根底 に,か つ て,京 都 の榎:本文雄 が「asrava

(漏)の 成卓 について 主 に ジャイナ古層経 典にお け る 」『仏教史学研究』

第二二巻第二号1979の な かで,ヴ ェーダ,仏 典,ジ ャイナ教聖典を精査 して,明

らかにした ような,ジ ャイナ教的なsamvaraつ ま り,「 本来清浄な る霊魂に業の

流れが流 入す るのを防 ぐ」 とい う趣 意が見 て取 れ る こ と を 指摘 した。仏典 自ら

が,マ ハー ヴ ィーラの教 説であ るとい ってい るものが,ジ ャイナ教聖典のなかに

そ のままそ っ くり見いだされる ことが重要 で,こ れは仏教徒 とジャイナ教徒 とは

お互いの事を よ く知 っていた,そ れを正確に保存 していた とい うことを示唆す る

ものであろ う。仏教 とジャイナ教 ともに,彼 ら自身が古い伝承 であるとい ってい

るその資料に具体的に両者の説教が 「諸悪莫作」や 「感官の制御」について,そ

れ も仏教を代表す ると従来みな されていた詩 節に,ジ ャイナ教 の聖典 に字句を含

めその内容 も一致 してい るとい うことが,推 測ではな くて,具 体的に現存聖典 の

テキス トに辿れ るとい うことを示 し得た と考}ら れ る。そ して,彼 らのい う 「感

官の制御」はMahabharata Bhagavad-Gitaこ 伝 え ら れ る素朴なSamkhya

Ycgaの 道 の うち の ヨーガの記述 とほぼ一致す るのであ る。

〈キーワード>Mahavira,Jaina,Ayaranga,Isibhasiyaim,Dhammapada

(淑徳短期大学非常勤講師)
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